
 

（第２号様式）   
令和８年４月１日  

令和７年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 
（令和６年度策定） 

１年間の目標 
取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（２月26日実施） 
総合評価（３月５日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

〇幼稚部から高等
部にかけた系統
立てた指導の実
施により、社会
で豊かに生きて
いくための基礎
学力とコミュニ
ケーション力を
身につける。 

①カリキュラムマネジ
メントを推進し、学
部間の連続した系統
性のある指導を実践
して基礎学力やコミ
ュニケーション力の
向上を図る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②一人一台端末を活用
して視覚的支援を充
実させるとともに、
専門性を活かした教
材の工夫により、
個々の発達段階と課
題に応じた効果的な
指導を実践する。 

①個別教育計画の作成と年
間指導計画の整理を行
い、ねらいと手立て、評
価を明確にした指導と評
価の一体化を図る。 

 他学部の研究授業や公開
授業への参加を通して、
系統的な指導の理解を深
める。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②学校全体でＩＣＴ機器の
利活用を積極的に取り入
れ、視覚的支援を行うこ
とでわかりやすい授業を
実践する。 

 ＩＣＴ機器の効果的な利
活用に向けた情報の共有
や研修を推進する。 

①個別教育計画に基づ
き、適切な目標設定
と手立てによって効
果的な指導につなげ
られたか。 

 研究授業や公開授業
への参加を通して、
学部間の系統性を意
識するとともに授業
力を向上させること
ができたか。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②一人一台端末の活用
に係る情報の共有や
研修を実施し、ＩＣ
Ｔ機器の効果的な利
活用を図ることがで
きたか。 

 

①アセスメント結果を個別
教育計画に反映させて目標
設定を行い、効果的な指導
につなげた。「個別教育計
画～作成マニュアルと文例
集～」を作成した。 
他学部体験週間を実施し、
学部を超えた授業実践を共
有し、授業改善につなげ
た。 
学部間の授業実践を共有
し、授業力の向上と系統性
の確保に努めた。個別教育
計画やシラバスを作成・改
善するとともに、作成マニ
ュアルの整備や自立活動と
の関連整理を行い、日々の
授業に反映できる体制を整
えた。また、手話・日本
語・発音発語・聴覚活用の
指導についての実態把握や
助言、学部を超えた連携を
進め、児童・生徒の実態に
応じた指導改善を図った。
これらの取組により、学習
環境の整備と基礎学力・コ
ミュニケーション能力の向
上につなげた 
②一人一台端末や PC、電子
黒板、デジタル教科書、教
育アプリの活用が進んだ。
iPadや Chromebook等の端末
に係る校内研修を実施、授
業での機器活用が進んだ。 

①学部間の連続
性・系統生を踏ま
えた指導による基
礎学力・コミュニ
ケーション能力の
向上について引き
続き組織的に取組
む必要がある。 
他学部体験週間
等、教員が互いに
授業を参観できる
取組や聴覚障害教
育の専門性の維持
向上に関する研究
に力を入れる必要
がある。 
今後も、学習環境
の整備と基礎学
力・コミュニケー
ション能力の向上
に努めていく。 
 
 
 
 
 
 
 
②一人一台端末の
活用や電子黒板、
デジタル教科書等
の効果的な活用に
ついて共有し、教
員の活用能力の底
上げが必要であ
る。 

①保護者アンケート 
肯定的評価 96.8％ 
Ｒ６年度  97.6％ 
<学校運営協議会＞ 
・アセスメント結果を
反映した個別教育計画
の作成は良い。「個別
教育計画作成マニュア
ルと文例集」について
は、先生方が活用でき
るように研修等をして
いく必要がある。 
・他学部体験等の学部
を越えた取組をもっと
拡充させてほしい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②保護者アンケート 
肯定的評価 96.４％ 
Ｒ６年度  90.0％ 
<学校運営協議会＞ 
・教科における ICT の
活用については、活用
例が具体的にわかると
よい。 

①個別教育計画に基づき、適
正な目標設定と手立てによっ
て効果的な指導につなげるこ
とができた。「個別教育計画
～作成マニュアルと文例集
～」を作成し。個別教育計画
を効率的に作成することがで
きるようになった。今後は、
活用状況を検証していく。 
６月と９月の他学部体験週間
では、学部を超えた授業実践
の共有を通して授業改善や授
業力の向上につなげるととも
に、学部間の系統性について
意識を高めることができた。 
自立活動では、手話・日本
語・発音発語・聴覚活用の指
導の４つの柱のバランスを踏
まえながら取組を工夫し、子
どもたちの実態に応じた指
導・支援ができた。 
 
 
 
 
 
 
 
②各学部において、ICT機器の
利活用がさらに進んだ。視覚
的支援の充実や、専門性を活か
した教材の工夫により、主体的
な学びにつなげ、成果を上げて
きている。更なる効果的な指導
を実践し、より多くの教職員が
活用できるようにする。 

①引き続き、アセスメン
ト結果を個別教育計画に
反映させていく。個別教
育計画に基づいた指導・
支援を行う。マニュアル
については、全職員が効
果的に活用できるように
周知を行い、活用状況を
検証していく。 
他学部体験体験をはじ
め、研究授業や公開授業
等において新たな発見や
気づきから、自身の授業
改善につなげられる取組
を継続していく。また、
お互いの授業を参観でき
る体制を構築する。 
自立活動の４つの柱のバ
ランスを保てる取組を行
っていく。教職員が入れ
替わっても継続できる取
組を検討していく。 
 
 
 
 
 
 
②ICT 機器を使った好事
例を紹介する機会を設定
したり研修会を計画的に
実施したりしていく。よ
り多くの教職員が ICT 機
器を進んで活用できるよ
うに、全体での底上げに
向けた取組をおこなって
いく。 

２ 
幼児・児
童・生徒指
導・支援 

〇それぞれの実態
を十分把握し、
ニーズに応じた
指導・支援を行
うとともに、集
団活動を通し
て、協調性や思
いやりの心を養
い、自己肯定感
を高める。 

 

①幼児・児童・生徒の
健康と安全を守り、
一人ひとりのニーズ
に応じた教育活動を
推進する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
②校内外の様々な集団
活動を通して互いの
良さを認め合い、自
他を大切にする人権
に配慮した指導を進
める。 

①学部・学年会及びケース
会等を通して情報共有を
図り、支援方法について
専門職を含めたチームで
検討し支援を行う。 

 
 
 
 
 
 
 
 
②様々な縦割り集団の対話
的な活動を通して、相互
理解を図るとともに、協
調性や思いやりを育む支
援を行う。 

①幼児・児童・生徒の
見立てに基づく支援
を行い、健康と安全
を守ることができた
か。 

 
 
 
 
 
 
 
 
②様々な集団活動を通
して互いの良さを認
め合い、相互理解を
深める教育活動を実
践できたか。 

 幼児・児童・生徒の
協調性や思いやりの
心を養うことができ
たか。 

①日頃の情報共有に加え、
ケース会議、専門職との連
携を行い、幼児・児童・生
徒の支援についてチームで
検討することができた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
②校内での縦割り集団活動
を通して、互いの良さを認
め合い、相互理解を深める
ことができた。協調性や思
いやりの心を養うことがで
きた。 

①情報共有のため
の時間の確保とい
じめ防止について
の共通理解を図
り、未然防止、早
期発見に努める必
要がある。 
 
 
 
 
 
 
②幼稚部から高等
部まで交流ができ
る強みをいかした
交流活動を行って
いく。交流学習の
位置づけを教科学
習との関連の中で
明確にする。 

①保護者アンケート 
肯定的評価 90.3％ 
Ｒ６年度  88.1％ 
<学校運営協議会＞ 
・ケース会議の充実を
行ってほしい。ケース
会議だけでなく、オン
ザフライミーティング
や毎日の振り返りや話
合いの時間が大事で教
職員のコミュニケーシ
ョン能力の向上にもつ
ながる。 
②保護者アンケート 
肯定的評価 93.5％ 
Ｒ６年度  95.2％ 
<学校運営協議会＞ 
・校外の交流活動のさ
らなる発展を期待す
る。 

①日頃の情報共有やケース会
議を行い、チームで検討する
ことができた。今後も、でき
るだけ多くの関係職員がケー
ス会議に参加できるような会
議設定の工夫が必要である。 
いじめ防止 SNS 等の使用によ
ってのトラブルについては、
生徒同士で話し合う機会を設
けた。年２回のアンケートだ
けでなく、家庭との情報共有
や早期発見・対応を行い未然
防止に努めた。 
②校内外での集団活動を通し
て、互いの良さを認め、協調
性や思いやりの心を育むこと
ができた。対話を重ねること
でコミュニケーション能力の
向上にもつながった、今後
は、更なる交流活動の内容の
充実を進めていく。 
 

①今後も、日頃の情報共
有を綿密に行い、必要に
応じてケース会議や専門
職との連携を行ってい
く。ケース会議に関係職
員が参加できる会議設定
を行う。 
日々の子どもたちの様子
を丁寧に見守り、些細な
変化にも気づき、子ども
たちの発信を見逃さない
ようにする。 
 
②引き続き、幼稚部から
高等部までの縦のつなが
りを大切にした集団活動
を進めていく。校外の交
流活動の充実に努め、地
域とのつながりを強化し
ていく。 

３ 進路指導・ 〇幼児・児童・生 ①幼稚部から高等部の ①各発達段階において、将 ①各発達段階におい ①高等部においては、学部 ③各発達段階のニ ①保護者アンケート ①各学部所属の進路担当を中 ①発達段階に応じた進路



 

 視点 
４年間の目標 
（令和６年度策定） 

１年間の目標 
取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（２月26日実施） 
総合評価（３月５日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 
支援 徒・保護者のニ

ーズを受け止
め、職業観を育
み、主体的な進
路選択ができる
よう指導・支援
する。 

 
 
 
 

各段階において、個
の適性やニーズに応
じた課題設定や体験
的な学習を通して、
主体的な進路選択に
つなげる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②主体的な進路選択に
必要な情報発信の充
実を図り、ニーズに
応じた支援を行う。 

来の進路選択につながる
具体的な視点を設定し、
見学会や実習等の体験的
な学習を積極的に推進す
る。「卒業生の話を聞く
会」を継続して設定し、
生徒自らの将来像をイメ
ージしやすくする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
②進路だよりや学校ホーム
ページ等を通して、学習
会や見学会等の情報を保
護者に発信し、より良い
進路選択につなげる。 

て、将来の進路選択
につながる具体的な
視点を設定するとと
もに、体験的な学習
を通して、主体的な
進路選択に向けた意
欲を育むことができ
たか。 

 
 
 
 
 
 
 
 
②保護者への情報発信
を通して、連携して
進路支援に取り組む
ことができたか。 

 

所属進路担当を中心に、各
担任と情報共有を図り、校
外学習や現場実習を実施し
た。校外学習で卒業生との
懇談を取り入れたり、見学
したりすることで具体的な
理解を促すことができた。 
「卒業生の話を聞く会」は
荒天により中止となった
が、卒業生が作成した発表
資料を授業で活用したり、
校内に掲示したりすること
で、生徒の自らの将来像を
イメージすることができ
た。 
 
②進路だより「羅針盤」で
は企業から頂いたアドバイ
スを掲載したり、家庭に協
力していただきたい事項を
具体的に記したりして、情
報提供の機会を充実させ
た。 

ーズに応じた進路
選択につなげてい
く。幼稚部、小学
部のうちに身に付
けておく力は何か
明確にしておく必
要がある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②今後も、進路だ
よりや学校ホーム
ページを活用して
情報を保護者に発
信していく。進路
においては、幅広
い選択肢がある。
教員が十分理解す
る必要がある。 

肯定的評価 95.4％ 
Ｒ６年度  92.1％ 
<学校運営協議会＞ 
・進路支援はキャリア
教育と直結している。
将来どんな自分になり
たいか、そのためには
どんな努力が必要か考
えること。幼稚部から
の進路指導が大事で発
達段階に応じた支援が 
必要。主権者教育も大
事である。これは自分
がどういう人生を選ぶ
かである。 
 
②保護者アンケート 
肯定的評価 93.5％ 
Ｒ６年度  87.8％ 
 

心に、各担任と情報共有を図
り、学部・学年の実態に合っ
た校外学習や現場実習を計画
し実施することができた。卒
業生の話を聞くことは、生徒
たちにとって身近な先輩から
の話を聞き、自分の将来像に
つなげることができた。今年
度は、デフリンピックに出場
した先輩との交流もできた。 
今後も、幼稚部から高等部ま
でのキャリア教育の充実を推
進していく必要がある。 
 
 
 
②進路だよりや学校ホームペ
ージを通して、学習会や見学
会等の情報を保護者に発信で
きた。ニーズに合った丁寧な
情報発信を継続できた。 
 

指導、キャリア教育の充
実を図っていく。子ども
たちが自分の将来を描け
るよう働きかけを行って
いく。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②今後も情報発信の工夫
を行っていく。幼稚部段
階から卒業後の進路を意
識できるように、進路担
当・担任が正しい知識を
身に付け情報提供ができ
るようにしていく。ま
た、進路の見通しや今で
きることは何か子どもた
ちや保護者とともに考え
ていく。 

４ 
地域等との
協働 

〇「ともに生きる
社会」の実現に
向け、地域にお
ける支援教育に
関する専門性の
向上を図るとと
もに、地域との
協働による活動
を進める。 

 
 
 
 

①関係機関と連携し、
支援の方向性を共有
して教育活動に活か
していく。 

 
②センター的機能を発
揮し、地域への情報
発信を充実させてニ
ーズに応じた支援を
提供する。 

 
 
 
③交流及び共同学習
等、学校外の人との
活動を通してコミュ
ニケーション能力を
高め、相互理解を図
る。 

 

①病院や福祉機関等との情
報交換を計画的に推進
し、支援ニーズの把握や
支援策を共有していく。 

 
②学校や市町村教育委員会
とも連携し、地域で学ぶ
ろう難聴児の支援につな
がる情報を発信してい
く。 

 
 
 
③近隣の学校や地域の団
体、施設等との交流及び
共同学習を通して、人と
関わる機会を積極的に設
定し相互理解を深める。 

 

①関係機関と情報交換
を計画的に行い、ニ
ーズに応じた支援を
推進することができ
たか。 

②センター的機能を発
揮し、地域で学ぶろ
う難聴児の支援につ
ながる情報発信がで
きたか。 

 
 
 
③各学部のねらいや
個々のニーズに応じ
た交流及び共同学習
の機会を通してコミ
ュニケーション能力
を高め、相互理解を
深めることができた
か。 

①医療機関との情報交換会
をオンラインで行い、ニー
ズに応じた支援を推進し
た。 
 
②巡回相談、研修会、地域
の学校での難聴理解授業の
支援等を実施した。また、
サマーコミュニケーション
スクールを実施した。 
 
 
 
③校内外との集団活動や交
流及び共同学習等を通して
相互理解、協調性、思いや
り、社会性、コミュニケー
ション力の向上につながっ
た。 

①引き続き、持続
可能な取組を継続
し、教育活動に活
かしていく。 
 
②今後は、ろう難
聴児支援の充実を
目指して、聴覚障
害者福祉センター
との情報共有の機
会を増やしていく
必要はある。 
 
③引き続き取り組
んでいく。年間を
通した行事計画を
見直し、交流が集
中しないようにす
る必要がある。 

①②保護者アンケート 
肯定的評価 90.0％ 
Ｒ６年度  87.2％ 
<学校運営協議会＞ 
・地域との関わりを拡
充してほしい。 
 
 
 
 
 
 
 
③保護者アンケート 
肯定的評価 87.1％ 
Ｒ６年度  78.0％ 
<学校運営協議会＞ 

①医療機関との情報交換会を
計画的に進め。ニーズに応じ
た支援を推進した 
 
 
②各市町村の教育委員会とも
連携し、地域で学ぶろう難聴
児の指導支援の充実に向けた
情報を発信し、支援の充実に
寄与することができた。今後
も、関係機関と連携していく
必要がある。 
 
③近隣の学校との交流を通し
て、学校以外の様々な人と関
わることができ、コミュニケ
ーション能力や協調性を高め
ることができた。今後もより
合理的で持続可能な交流の在
り方を検討していく。 
 

①持続可能な病院連携を
行い、指導・支援に活か
す。 
 
 
②引き続き地域への情報
発信を充実させ、ニーズ
に合った支援を提供して
いく。ろう難聴児支援の
充実を目指し、聴覚障害
者福祉センターとの情報
共有の機会を増やしてい
く。 
③交流及び共同学習の狙
いを明確にし、計画的に
実行していく。 
 

５ 
学校管理 
学校運営 

〇安全で安心でき
る指導・管理体
制の整備を進
め、学校の危機
管理能力を高め
る。 

 
 
〇教員のワークラ
イフバランスを
推進するため
に、教員の働き
方改革を推進す
る。 

 

①防災・防犯体制の強
化を推進し、対応マ
ニュアルの整備や実
効性のある訓練を通
して、教職員の危機
管理意識の向上を図
る。 

 
②子どもたちと向き合
う時間を確保するた
めの方策を検討し、
教育活動の質の向上
を図る。 

 

①保護者や消防署等、関係
機関と連携し、実際に起
こり得る状況を想定した
訓練等を実施する。 

 
 
 
 
②Teams の掲示板利用等、
会議の効率化や文書の簡
素化、業務の統合や廃止
によるスクラップアンド
ビルドを推進する。 

 

①関係機関と連携し、
実効性のある訓練を
して、教職員の危機
管理意識の向上を図
ることができたか。 

 
 
 
②子どもたちと向き合
う時間を確保するこ
とができたか。ま
た、そのことで教育
活動の質の向上が図
れたか。 

 

①関係機関と連携し、色々
な場面を想定した訓練や研
修を実施した。体験型の研
修を通して、危機管理意識
の向上を図ることができ
た。 
 
 
②ICT の利活用を行い、業務
の効率化を進めた。業務ア
シスタントや業務サポータ
ーと連携して、教職員の仕
事の軽減に努めた。 

①訓練や研修内容
の精選、追加等を
検討し、より実効
性のある取組にな
るように関係機関
との連携を密にす
る必要がある。 
 
②ICT をより多く
の教員が学習指導
場面や校務におい
て活用できるよう
に、研修を重ねて
いく必要がある。 

①保護者アンケート 
肯定的評価 75.9％ 
Ｒ６年度  73.8％ 
<学校運営協議会＞ 
今後は、より具体的な
想定をした訓練やポイ
ントを絞った訓練が必
要。 
②保護者アンケート 
肯定的評価 96.8％ 
Ｒ６年度  95.2％ 
<学校運営協議会＞ 

①体験的な活動を通して、実
効的な訓練となった。危機管
理意意識の向上につなげた。
今後も、教職員のニーズや子
どもたちの実態に合わせた訓
練や研修が必要である。 
 
 
②ICTの利活用を進め、業務の
効率化を行った。アンケート
については、Formsを活用する
ことによって回答率も上がっ
た。教職員の働きがいやウェ
ルビーイングを推進してい
く。 

①関係機関や地域と連携
して、より実効的な訓練
をしていく。教職員の危
機管理意識をより高めて
いく。 
 
 
 
②業務のスクラップアン
ドビルドに取組んでいく
と同時に、教職員の働き
がいやウェルビーイング
を推進していく。 

 


